
総合校舎中庭にて

執務机にて

こ
と
も
あ
り
、
教
員
と
し
て
は
落
ち
込
む
事

も
あ
り
ま
す
が
（
笑
）、
同
時
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
、
教
育
へ
の
情
熱
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
挙

げ
ら
れ
た
意
見
は
、
で
き
る
限
り
授
業
へ
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
特
に
学
習

環
境
の
改
善
、
た
と
え
ば
、
電
球
の
明
る
さ

や
自
習
室
の
使
用
に
つ
い
て
な
ど
は
す
ぐ
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
普
遍
教

育
に
対
す
る
学
生
の
満
足
度
は
毎
年

上
昇
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
　

千
葉
大
学
の
普
遍
教
育
は
、
他
大
学
か

ら
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

は
い
、
特
に
全
国
の
国
立
大
学
で
着
目
さ

れ
て
お
り
、
教
養
コ
ア
、
教
養
展
開
と
い
う

言
葉
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ど
の
大
学
も
、
一
般
教
育
、
教
養
教
育

の
〝
そ
の
先
〞
を
模
索
し
て
い
る
の
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
そ
の
中
で
千
葉
大
学
が
注
目
さ

れ
て
い
る
の
は
有
り
難
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
し
、
ぜ
ひ
他
大
学
と
も
切
磋
琢
磨
し
て
良

い
教
育
、
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
　

最
後
に
千
葉
大
学
の
学
生
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
！

　
私
は
、
千
葉
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
は
優

秀
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
の
授
業
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
外
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

他
大
学
と
の
研
究
な
ど
に
お
い
て
、
的
確
な

意
見
を
堂
々
と
発
表
で
き
る
姿
は
頼
も
し
く

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
最
近
は
留
学
な
ど
外

へ
の
意
識
が
低
下
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
っ

と
積
極
的
に
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
に
、「
一
眼
は
近
く

脚
下
を
観
、
一
眼
は
遠
く
理
想
を
眺

む
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

土
台
を
し
っ
か
り
と
つ
く
り
、
足
下
、
そ
し

て
自
分
の
居
る
場
所
を
確
か
め
な
が
ら
理
想

を
追
求
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
大
学
生
に
と
っ

て
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
普
遍
教
育
セ
ン

タ
ー
は
学
生
の
社
会
人
と
し
て
、
研
究
者
と

し
て
の
土
台
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
下
地
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
普
遍
教
育
セ
ン
タ
ー
で

一
、三
〇
〇
と
い
う
科
目
数
を
設
け
る
事
が

で
き
る
の
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
各
分
野
の
最
先
端
の
先
生
の
講
義
を

受
け
る
事
は
、
非
常
に
有
益
で
す
。
た
だ
、

一
度
入
学
し
て
し
ま
う
と
、
こ
の
す
ご
さ

が
ど
う
し
て
も
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
先
生
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
努

力
を
無
駄
に
せ
ず
、
そ
の
価
値
を

き
ち
ん
と
見
え
る
よ
う
に
す
る
の

も
、
私
た
ち
普
遍
教
育
セ
ン
タ
ー
の
役
割

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
か
？

　

ま
ず
、
入
学
後
に
「
普
遍
教
育
っ
て
何
？
」

と
い
う
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
普

遍
教
育
の
意
義
と
特
徴
を
お
伝
え
し
、「
大
学

に
来
た
ら
、
い
ち
早
く
専
門
科
目
を
学
び
た

い
」
と
い
う
学
生
の
考
え
方
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
活
を
初
め

て
千
葉
大
学
で
送
る
た
め
、
他
の
大
学
を
知

ら
な
い
学
生
に
は
、
千
葉
大
学
と
普
遍

教
育
の
価
値
、
学
ぶ
環
境
の
素
晴

ら
し
さ
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
一

年
は
合
計
五
回
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、

約
八
〇
〇
人
の
学
生
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
普
遍
教
育
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
確
か
に
、
大
学
で
は
、
そ
の
環
境
が
当

然
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
ね
。
改
め
て
そ
の
価
値
を
説
明
い
た
だ
く

こ
と
は
、
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
自

信
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
他
に
は
ど
の
よ
う

な
事
を
？

　

学
生
か
ら
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て

も
ら
っ
た
り
、
満
足
度
調
査
の
結
果
を
確
認

し
次
回
以
降
に
改
善
策
を
と
る
他
、
毎
年

十
一
月
に
は
、
学
長
や
理
事
も
参
加
す
る
学

生
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆

さ
ん
か
ら
は
手
厳
し
い
ご
意
見
を
い
た
だ
く

拓
い
て
い
け
た
ら
、
そ
ん
な
気
持
ち
で

共
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　
　
先
生
は
、
普
遍
教
育
セ
ン
タ
ー
長
で
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
普
遍
教
育
と
は
ど

ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

普
遍
教
育
は
、
平
成
六
年
に
教
養
部
の
廃

止
後
に
生
ま
れ
た
、
千
葉
大
学
独
自
の
理
念

に
基
づ
く
も
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
一
般
教
育

や
教
養
教
育
に
は
な
い
広
が
り
が
あ
り
、
社

会
の
一
員
と
し
て
備
え
て
お
く
べ
き
素
養
や

知
力
、
総
合
的
な
判
断
能
力
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
高
校
ま
で
の
「
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
」
姿
勢
か

ら
「
学
問
を
探
求
す
る
」
姿
勢
へ

と
シ
フ
ト
す
る
た
め
の
土
台
を
つ

く
る
場
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

学
問
研
究
の
道
を
作
る
に
は
、
幅
広
い
科

目
を
勉
強
し
て
視
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

世
界
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
知

り
、
各
自
の
専
門
と
す
る
学
問
が
ど
の
よ
う

な
位
置
付
け
な
の
か
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
普
遍
教
育
は
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
た
め
、
専
門
を
す
ぐ
に
学
び

た
い
人
に
と
っ
て
は
、
一
見
回
り
道
の
よ
う

に
も
思
え
る
よ
う
で
す
。
で
も
、
実
は
学

問
を
成
長
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な

過
程
な
ん
で
す
。

　
　

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

特
徴
の
あ
る
科
目
と
し
て
、
教
養
コ
ア

科
目
と
教
養
展
開
科
目
が
あ
り
ま
す
。
教

養
コ
ア
科
目
は
、
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
学
生
の
必
修
科
目
で
「
論
理
と

哲
学
」「
こ
こ
ろ
と
発
達
」「
芸
術
と
文
化
」

「
社
会
と
歴
史
」「
く
ら
し
と
環
境
」「
い

の
ち
と
科
学
」
の
六
つ
の
領
域
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
展
開
科
目
に
は
八
つ
の
柱

が
あ
り
、
よ
り
広
範
な
内
容
を
学
ぶ
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
普
遍
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
コ
ア
科
目
と
展
開
科
目
を

含
め
、
一
、三
〇
〇
を
超
え
る
科
目

を
準
備
し
て
い
ま
す
。
外
国
語
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
て
、
初
習
外
国
語
は
外
国
語

大
学
に
匹
敵
す
る
七
カ
国
語
の
授
業
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　
　

大
学
は
、
専
門
的
な
こ
と
を
学
ぶ
場
だ

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
普
遍
教
育
は
か
な

り
の
範
囲
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
ね
。

　

千
葉
大
学
に
は
九
つ
の
学
部
と
十
一
の

大
学
院
研
究
科
、
さ
ら
に
多
数
の
研
究
セ

普遍教育を学び社会人、研究者としての
基盤を作ろう！

　千葉大学では、一般教育や教養教育の“その先”を行くものとして、普遍教育
が導入されています。けれども“普遍教育ってつまり何？”と思う方もまだま
だいるのも事実。そこで今回は、普遍教育センター長である舟島なをみ先生に、
普遍教育についてお話を伺いました。

【PROFILE】
　大学院看護学研究科教授。看護学博士。千葉大学看護学部で看護教育学領域の教鞭を執るとともに、普遍教育セ
ンター長としても多忙な毎日を送っている。ハルピン医科大学との共同研究を機に同大学の客員教授に就任し特別
講義を行うなど、海外との交流にも積極的。

　
　
先
生
と
千
葉
大
学
と
の
関
わ
り
の
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
千
葉
大
学
に
来
た
の
は
、
平
成
五

年
、
看
護
学
部
の
博
士
後
期
課
程
の
開
設

の
時
で
す
。
十
三
年
間
の
病
院
勤
務
を
経

て
、
聖
母
女
子
短
期
大
学
、
埼
玉
医
科
大
学

と
医
学
系
の
小
さ
な
大
学
で
教
員
を
し
て
お

り
、
総
合
大
学
へ
の
就
職
は
千
葉
大
学
が
初

め
て
の
こ
と
。
ま
ず
は
そ
の
規
模
の
大
き
さ

に
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

は
一
ク
ラ
ス
が
四
十
人
前
後
と
い
う
ス
ケ
ー

ル
だ
っ
た
の
が
、
千
葉
大
学
は
教
員
の
数
だ

け
で
一
、二
〇
〇
人
に
も
な
る
ん
で
す
か
ら
。

で
も
、
看
護
学
部
の
学
生
を
含
め
、
皆
真
面

目
で
優
秀
、
勉
強
熱
心
だ
な
、
と
い
う
印
象

を
持
ち
ま
し
た
。

　
　

現
在
、
看
護
学
部
で
は
ど
ん
な
研
究
を

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

私
の
専
門
分
野
は
「
看
護
教
育
学
」
で

す
。
看
護
教
育
学
の
研
究
方
法
論
の
開
発

や
、
看
護
継
続
教
育
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
博
士

課
程
を
終
え
博
士
の
学
位
を
取
得
し
、
そ
の

後
も
研
究
生
と
し
て
残
っ
た
方
の
た
め
の

「
研
究
推
進
コ
ー
ス
」
と
い
う
も
の
も
作
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
研
究
方
法
論
に
加

え
、
教
員
と
し
て
の
研
究
指
導
能
力
の
獲
得

や
科
学
研
究
費
補
助
金
獲
得
の
た
め
の
申
請

方
法
な
ど
、
研
究
者
と
し
て
自
立
す
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
博
士
課
程
ま
で
勉
強

し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
先
の
道
も

舟島なをみ千葉大学　普遍教育センター長
ふなしま

最
初
は
千
葉
大
の

ス
ケ
ー
ル
に
圧
倒
！

普
遍
教
育
と
は

学
問
の
底
力
を
養
う
こ
と

学
生
に
も
教
員
に
も

価
値
を
見
い
だ
し
て
も
ら
う

こ
と
が
セ
ン
タ
ー
の
使
命



人15名（男女=1：2）、馬7頭、犬2匹、猫6匹

馬術とは、馬に乗って思いのままに動かすスポーツです。
馬のお世話、健康管理から騎乗練習、調教まで部員自身
で行っています。人馬一体を目指して日々活動中です！

千葉大学馬術部馬場にて週1からの泊まりシフト制
【主な戦績、記録】
　2010年度 関東学生新人戦・会長杯出場
　2010年度 国公立戦国公立戦出場
　2010年度 東日本学生馬術大会第3位

馬場の馬、犬、猫たちは癒し効果バツグンです!!
動物好きにはたまりません。馬術はやればやるほどおもしろくなる、
奥が深いスポーツです！泊まり込みで活動するので部員はとっても仲良しです。
　　　　　　　　　興味のある方は是非馬場に遊びに来てくださいね♪

HP:http//www.adachicken.com/chiba/
e-mail:tibaiyutubu@gmail.com連絡先

キャンピングツアー部ホームページ　http://www.cuct.jp/
E-Mail　cuct@hotmail.jp

僕たちキャンピングツアー部は「自然を楽しむ」というコンセプトのもとその名の通りキャンプと
ツアーが主な活動です。具体的には山岳部などが行うような本格的な登山から、ゴムボートでの
川下り、離島などでのシュノーケリングや探検、景勝地でのキャンプではBBQやキャンプファイ
ヤーを楽しんだりと幅広く、バラエティーに富んだ活動を行っています。こういった活動を通して
一生モノの仲間を作っていきます！

毎週金曜日18:00～部会
４、５月おためしキャンプ（房総半島・大島）新歓キャンプ
６月月例キャンプ
８月夏合宿　
１０月月例キャンプ
３月春合宿

男女計15名前後です。

ゴルフを通じて技術と人間性の向上を目指しています。

毎週月・水・木・金・土曜に北門付近の練習場で、16:00～日没ま
で練習しています。
そのほか、およそ月１回ペースのラウンドのほか、３月に春合宿、８月
に夏合宿があります。
春季、秋季にはブロックリーグ（大会）にも出場します。

まったく経験のない方でも大歓迎です！ゴルフは生涯楽しめるスポーツ
ですので、大学生であるこの機に始めてみてはいかがですか？
サークル会館３階の部室もしくは練習時間に直接お越しください！
体験可です。

24人

私たちは「競技ダンス」という名前の通り、ダンスのう
まさを他大学と競い、競り勝つために日々ダンスの練習
をしています。大学単位で戦うので同じ大学内の部員
は仲間であり、かつ良きライバルです。また大前提とし
てダンスは競技としてよりも楽しむことの方が強いと私
たちは思いますのでダンスを楽しみながら日々活動して
います。

週3日、屋内で活動して
います。
春、夏は合宿もあります！

【主な戦績、記録】
　第101回東都大学学生競技ダンス選手権大会
　　　団体成績4位
　第87回東部日本学生競技ダンス選手権大会 Ⅰ 部戦
　　　団体成績７位

初心者、見学者大歓迎です！

男：15人、女：1人

セパタクローとは、簡単に言うと足で
行うバレーボールのようなものです。１
チーム３人でサーブ、トス、アタックを、
手を使わずに行います。
僕たちは県内唯一のセパタクロークラブ
として活動しています。皆が大学でこの
スポーツに出会い、今では楽しく、そし
て ｢勝てるチーム｣ を目指し日々練習し
ています。

月、水、木に第一、または第二体育館で活動しています。
また年に五回ほどある大会に参加し、夏には早稲田や慶応など他
大学との合同合宿もしています。

【主な戦績】
　2010年全日本ジュニア選手権　準優勝
　全日本学生選手権　ベスト16

初心者当たり前！
アクロバティックな空中戦！
アジア大会銅メダリストの
カリスマコーチ！
部員募集中！みなさん実際
に見に来て、体験してみて
下さい！

詳しくは ｢セパタクロー 千葉｣ で検索！
ホームページURL：http://sepaktakrawchiba.web.fc2.com/連絡先

プレーヤー18人／マネージャー
4人で活動しています。

私たちは秋のリーグ戦で２部昇格を目指して日々活動して
います。上位のチームと比べると体格や技術で劣る部分は
ありますが、そのなかでも自分の得意なプレー・一人一
人の長所を生かしたプレーを試合で出せるよう日々練習に
取り組んでいます。

火：16時～18時
水：（1・3・5週目）19時～
　　（2・4週目）18時～
金：16時～18時
土：12時～15時
すべて第一体育館で活動しています。

【主な戦績】
　平成22年度関東リーグ3部　14位（24チーム中）

随時プレーヤー・マネージャーを募集しています。少しでも
興味を持たれた方は気軽に体育館へお越しください！

千葉大学空手部は空手を通して心も身体も鍛える為に、仲間たちと切磋琢磨しなが
ら日々練習に励んでいます。自分の身を護れるのは自分だけ。武道に興味のある人
はもちろん、運動が苦手な人でも一から段階的に指導するのでやる気と情熱さえあ
れば強くなれます。練習は真剣に、オフは本気で楽しむが私たち空手部です。新入
生いつでも大歓迎!!

「今始めるから強くなる・・・！」空手部に一度足を運んでみてください!!

直接練習場へお越しください。連絡先

スポーツ大好き！千葉大学の体育会サークルを紹介します。



現在10名程です。

徒歩旅行部は、通称ワンダーフォーゲルと呼び、登山を主な活動
としており、今年で56周年を迎える歴史ある部です。

基本的には関東近郊の山を1泊2日で登り、夏休みには日本
アルプス、春休みには島やスキーに行ったりと、仲間が集え
ば日本全国に行きます。もちろん、準備はしっかり行います。
トレーニングは月曜・水曜18:00～行っています。

【活動実績】
　4月　新歓ハイク(高尾・陣馬山)
　6月　金時山・雲取山
　7月　鳳凰三山
　8月　富士山
 10月　赤岳(八ヶ岳)
 12月　伊豆大島

現在、新入部員を大募集中です！
体育会系サークル会館1階“けるん”の看板の
ある部室が目印ですので気軽にお越し下さい！

キャンピングツアー部ホームページ　http://www.cuct.jp/
E-Mail　cuct@hotmail.jp連絡先

45人

僕たちキャンピングツアー部は「自然を楽しむ」というコンセプトのもとその名の通りキャンプと
ツアーが主な活動です。具体的には山岳部などが行うような本格的な登山から、ゴムボートでの
川下り、離島などでのシュノーケリングや探検、景勝地でのキャンプではBBQやキャンプファイ
ヤーを楽しんだりと幅広く、バラエティーに富んだ活動を行っています。こういった活動を通して
一生モノの仲間を作っていきます！

毎週金曜日18:00～部会
４、５月おためしキャンプ（房総半島・大島）新歓キャンプ
６月月例キャンプ
８月夏合宿　
１０月月例キャンプ
３月春合宿

現在、現役部員は3年生4人、2年生9人の13名です。

千葉大学の少林寺拳法部はとにかく楽しい部活です！みなでわきあいあいと練習
できることが1番の目標です。しかし、練習中は真面目に熱心に、メリハリをつけ
て修行に励んでいます。大学の“体育会系”と聞いて、イメージしてしまうような
きつい練習や、理不尽なまでの上下関係はありません。

練習は、大学の武道場で、火・水・木の18時から20時まで行っています。近隣
の道院の練習に参加させていただくこともあります。春、夏、冬には合宿を行い
練習に励むと共に、練習外では様々な企画をみなで楽しみます。
香川県の本部合宿にも参加しています。

【主な戦績】
昨年の大会では、千葉市民大会、市原市民大会で部員の多くが
入賞することができました。

ぜひ武道場で、千葉大学少林寺拳法部の魅力をその目で確かめてください！！
(HP→http://chibashorinji.web.fc2.com/)連絡先

約60名です。教育学部を中心に、理・工・園芸・法
経・文・医など多くの学部の学生や院生が一緒に練習し
ています。

私たち陸上競技部は、記録の向上を目指
して日々練習に励んでいます。部員には全
国大会上位入賞者もいれば、大学から陸
上を始めた人もおり、それぞれの目標に向
かって走り、跳び、投げています。

体育館裏の陸上競技場にて火・水・金・土に合同練習、
月・木にフリー練習を行っています。主に4～10月がト
ラックシーズンで、自己ベスト更新や上位入賞を狙って
大会や記録会、対抗戦に出場しています。また、10月に
行われる箱根駅伝予選会では、本戦出場枠をかけて熱い
レースを繰り広げます。

【主な戦績】
　日本ジュニア　女子三段跳び優勝
　全カレ、関カレ多数出場

選手、マネージャー募集中!!

27名

「全日本出場めざして」
　千葉大学体育会剣道部は現在、2年生から4年生までの27名で活動しています。5月からは新1年生も正式な
部員として入部しているので、皆さまが読んでくださっている頃にはより力に満ち溢れた剣道部となっていると思
います。
　私たちが目標としているのは全日本学生剣道優勝大会への出場。強豪校がひしめく関東を突破しての出場は特
待生制度を用いない本校にとって非常に困難ですが、今年度は2年前に全日本に出場した際に選手として活躍し
た松下、柴田、伊藤が中心となるチームですので、経験を生かし9月の関東学生優勝大会まで精進していきます。

活動日　月、火、水、金、土（剣道場にて）
【主な戦績】
昨年度：関東甲信越大会　個人優勝（松下）
　　　　秋季理工系大会　個人第３位（津山）
　　　　秋季千葉県大会　団体第３位
　　　　　（佐藤、舟橋、兼松、津山、 佐浦、
　　　　　  小澤、竹下、本多、間々田）

募集：チーム結成のため経験、未経験問わず女性剣士求む

現在、部員は46名。うち女子10名
以上。新入生も現在12名が入部!!

千葉大学空手部は空手を通して心も身体も鍛える為に、仲間たちと切磋琢磨しなが
ら日々練習に励んでいます。自分の身を護れるのは自分だけ。武道に興味のある人
はもちろん、運動が苦手な人でも一から段階的に指導するのでやる気と情熱さえあ
れば強くなれます。練習は真剣に、オフは本気で楽しむが私たち空手部です。新入
生いつでも大歓迎!!

「今始めるから強くなる・・・！」空手部に一度足を運んでみてください!!

練習：火・木・土　16:30～
場所：剣道場(体育館の隣)

【主な戦績】
　成績：大学選手権大会　優勝
　　　　関甲信大会　準優勝

スポーツ大好き！千葉大学の体育会サークルを紹介します。
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ミルくんとナッピー

大学院工学研究科デザイン科学専攻１年
コミュニケーションデザイン研究室

（前・視覚伝達デザイン研究室）
鈴木　京さん

千葉大学ボランティア
　　　　（瓦礫の片付け）の状況

５月４日（水）　岩手県陸前高田市

東
日
本
大
震
災

　 本誌Vol.13から募集していた「CHIBADAI 
Press」のキャラクターがついに決定しました！
　多数の応募の中から選ばれたのは、大学院工
学研究科デザイン科学専攻コミュニケーション
デザイン研究室（前・視覚伝達デザイン研究
室）の鈴木京さん。以前にも国際的なキャラク
ターコンペティションに応募し、通過したこと

もあるそうで、今回、「CHIBADAI Pressの募
集を見て、やってみようかな」と応募した作品
が、見事大賞に選ばれました。
　「デザインをする時に最初に考えたのが、“千
葉大ってどんなところだろう？”ということ。
キャンパスは桜やイチョウなどの自然が多く、
春夏秋冬の移り変わりが感じられる場所で、ま

ずはそれを表現してみようかな、と。そして、
CHIBADAI Pressの“押し付けがましくない”
イメージを、私の好きなゆるキャラっぽい雰囲
気で仕上げようと思いました。相棒は千葉県特
産のピーナツを動物のようにしています」。と
いう鈴木さん。絵を描くのが好きで、特に落書
きのようなイラストは「見るのも描くのも大好
き」。現在はサインデザイン、グラフィックの
作品制作を行っており、将来はデザイン関係に
進みたいという目標を持っているのだそうで
す。今回の制作も「構想期間を含めなければ、
２、３日で完成」したそうで、その制作スピー
ドもまた、将来、プロとして活動することを見
越しているようです。
　美しいキャンパスの四季を思わせるような、
頭に希望の木が生えた「ミル」くんと、相棒の

「ナッピー」のコンビは、次号からCHIBADAI 
Pressの公式キャラクターとして登場します。
皆様、可愛がってくださいね！

「CHIBADAI Press」 キャラクター決定!!

東
日
本
大
震
災

被
災
者
の
希
望
を
つ
な
ぐ
思
い
出
の『
写
真
』
～
岩
手
県
野
田
村
か
ら
～

戦
後
最
大
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」。

そ
の
さ
な
か
、
被
災
地
の
郷
里
に
戻
り
、
仲
間
と
と
も
に
街
の
人
の
多
く
の
「
思
い
出
の
品
」
を
救
い
上
げ
た
人
が
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
活
動
と
と
も
に
、
被
災
地
の
現
場
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
小
田
さ
ん
は
、
震
災
当
日
は
千
葉
に
い

た
ん
で
す
ね
。

　

そ
の
日
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
最
中
で
、
ま
さ

か
地
元
が
あ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
自
宅
に

戻
っ
て
岩
手
の
状
況
を
知
り
、
上
京
し
て
い

る
友
人
と
急
遽
連
絡
を
と
っ
て
、
地
元
へ
と

戻
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
か
支
援
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
た
だ
た
だ
家
族
と
友
人
が
心
配
と
い
う

一
心
か
ら
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
千
葉
と
野

田
村
は
直
線
で
七
〇
〇
キ
ロ
も
離
れ
て
い
ま

す
。
高
速
道
路
は
使
え
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
も
な

い
。
到
着
し
た
の
は
出
発
か
ら
二
日
後
の

十
四
日
昼
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
十
四
日
は
ま
だ
ま
だ
地
震
の
爪
痕
が

残
っ
て
い
た
頃
で
す
ね
。

覚
悟
は
し
て
い
た
の
で
す
が
「
こ
こ
が
本

当
に
自
分
の
育
っ
た
村
な
の
か
？
」
と
い
う

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
内
陸
一
キ
ロ
以

上
ま
で
波
が
来
て
…
家
も
流
さ
れ
、
二
階
の

一
部
が
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
た
状
態
で
し

た
。
家
族
は
幸
い
に
も
親
戚
の
家
に
避
難
し

て
無
事
で
し
た
が
、
近
所
の
人
、
部
活
の
後

輩
な
ど
亡
く
な
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
実
家
の
片
付
け
を
し
て
大
切

な
も
の
を
持
ち
出
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
う
ち
、
が
れ
き
の
中
に
写
真
や
ア
ル
バ
ム

が
あ
る
の
に
気
づ
い
て
。
小
さ
な
村
で
す

か
ら
、
知
人
が
映
っ
て
い
る
の
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
し
、
ど
う
し
て
も
見
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ず
に
拾
っ
て
届
け
、
残
り
は
役
場
に
届

け
た
ん
で
す
。
で
も
、
役
場
も
さ
ま
ざ
ま
な

対
応
で
人
手
が
足
り
な
い
。
そ
こ
で
、
駐
車

場
の
一
角
を
借
り
て
、
写
真
を
洗
っ
て
展
示

し
、
持
ち
主
を
探
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
　
津
波
で
何
も
持
ち
出
せ
な
か
っ
た
人
も

多
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
喜
ば
れ
た
の
で
は
？

最
初
は
何
人
か
が
足
を
止
め
る
程
度
で
し

た
が
、
配
給
な
ど
で
人
が
来
る
場
所
で
し
た

か
ら
、
徐
々
に
人
も
増
え
、
そ
れ
に
と
も
な

い
届
け
ら
れ
る
写
真
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

ア
ル
バ
ム
で
数
百
冊
、
五
万
枚
以
上
の
写

真
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
孫
の
写
真
一
枚
だ

け
で
も
」
と
探
す
お
ば
あ
さ
ん
や
、「
亡
く

な
っ
た
夫
の
写
真
を
」
と
い
う
方
も
い
て
、

正
直
、
ど
う
声
を
か
け
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
で
す
。
で
も
皆
さ
ん
写
真
が
見
つ
か

る
と
「
こ
れ
だ
け
で
も
あ
っ
て
良
か
っ
た
」

と
ほ
っ
と
し
た
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
て
、
少

し
で
も
気
持
ち
が
前
に
向
け
ば
と
思
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
地
元
に
残
る
先
輩
や
後
輩
、

主
婦
の
方
が
、
写
真
救
出
の
作
業
を
続
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
　
被
災
地
を
目
で
見
て
き
て
、
何
を
伝
え

た
い
で
す
か
。

大
変
な
目
に
遭
い
ま
し
た
が
、
僕
が
見

た
被
災
地
の
人
は
前
向
き
で
元
気
で
し
た
。

「
可
哀
想
な
人
た
ち
」
と
被
害
者
に
し
て
し

ま
う
の
は
ち
ょ
っ
と
違
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
復
興
支
援
は
年
単
位
で
の
、

長
期
的
な
活
動
が
必
要
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
余
っ
て
い
る
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
す

が
、
何
か
し
た
い
、
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ
現

地
サ
イ
ト
で
情
報
を
集
め
て
、
日
々
変
化
す

る
被
災
地
の
「
今
」
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

小田洋介さん　
大学院教育学研究科
技術教育専攻２年。
岩手県九戸郡野田村
出身。震災当日に地
元の被災を知り、仲
間とともに郷里へと
向かった。将来の目
標は「岩手県の教員
となること」。

平成23年５月12日現在
ボランティアについて

学生 教職員

男 女 男 女

登 録 完 了 者 141名 68名 65名 ３名 ５名

登 録 準 備 中   42名 13名 25名 ２名 ２名

活動実施延べ件数 158件 79件 66件 ０件 13件

ボランティアの活動状況

宮　城　県 104件
泥かき、家屋の清掃・片付け、小学校での学習支援、炊き出し、子ど
もたちの遊び相手、瓦礫の片付け、救援物資の仕分け、避難所支援、
ボランティアの後方支援活動　など

岩　手　県 ３件 炊き出し

福　島　県 17件 避難所での生活支援・児童への娯楽提供、支援物資仕分け、安否確認
支援、屋内外の片付け・泥かき

千葉県旭市 ７件 土砂の撤去作業、炊き出し、支援物資配達

　浦 安 市 ６件 土砂の撤去作業、簡易トイレの配達

　船 橋 市 10件 避難所での被災者受入れ支援、募金活動

　千 葉 市 ６件 支援物資の仕分け、土砂撤去

小　　　計 29件

そ　の　他
（東京・京都等） ５件 NPO等での募金活動、支援物資荷積みなど

合　　　計 158件

千葉大学ボランティア活動支援
センターの活動状況について

千葉大学ボランティア活動支援センターでは、東日本大震災に伴い、
ボランティア活動を希望する本学の学生、教職員を支援しています。
これまでの主な活動は以下の通りです。

千葉大学ボランティア活動支援センター
ホームページ
http://gakuseisiengp.chiba-u.jp/

volunteer-center/index.html

千葉大学ではこの他にも数多くのボランティア活動

を行っています。

2011
3. 11


